
 ○「春の特別講座」ご案内 

「今、なぜ大軍拡か―『資本論』視点から：  

  ①軍拡・増税のツケはだれが支払う、 

  ②「人権・民主」規範の有効性を問う」 

・４月 29 日（土、祝） 13：30～16：30  

   講義：3 コマ 

・東京労働会館（豊島区南大塚2－33－10 JR 

 大塚駅南口徒歩約10分）地下・中会議室  

・参加費：500 円（資料代） 

・会場（定員 30 名）とZoom 配信で講座を 

 行います。  ※Ｚoom講座参加は、メールで 

 下記に申し込んでください。メールで招待状を送り 

 ます。アクセスして参加してください。参加費は、無料です。 

 ・「申し込み」、お問い合わせ等は、下記へお願いします。 

 冨士本和博 090-8853-0862  fjmtsgr3@gmail.com 

 田代道雄  080－3415－3870 mitioT@outlook.jp     

○皆さん、ふるってのご参加をお待ちしております。 

  共催 ・『資本論』講座東京協議会 ・深掘り講座運営委員会 

     ・『DasKapital』を読む会  ・埼玉『資本論』教室   

【講師メッセージ】 ふだん資本論学習会で斬り込めない情勢ワンポイン

ト、戦争二題です。冷戦体制崩壊のあと“新帝国主義”戦争の熱戦の様相を

ふかめてきました。軍拡・増税のツケはだれがどう支払うか？ 軍拡再生

産と民需圧迫・窮乏化を解明し、近代国家と「人権・民主」規範の有効性

を問いただします。        講師 宮川 彰 首都大学東京名誉教授 

 

 

 


